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はじめに 日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会について

国の方針（令和４年１２月）及び本市の学校部活動の現状と課題を踏まえて、今後の子どもたち
の多様な体験の機会の確保や、学校部活動について地域と連携した持続可能な運営を図るために
必要な事項を検討、審議することを目的とする。

目的

検討委員会の位置付け

日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会設置条例に基づき、日進市の学校部活動に関し、必
要な事項を審議する教育委員会の附属機関

● 令和７年度末をもって廃止する

● 球技大会等の全市的な行事の開催は令和６年度までとする

● 令和７年度は移行期間とし、部活動の実施は各小学校の裁量とする

令和６年度の検討事項

中学校部活動の在り方について

令和５年度の検討結果（小学校部活動）
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１ 部活動地域移行に係る国、県及び近隣自治体の動向について

● 第１回 （令和６年８月２９日）
● 第２回 （令和６年９月１８日）
● 第３回 （令和６年１０月２３日）⇒中間とりまとめ骨子案が出される。
○ 第４回 （令和6年度中）

２ （分科会）地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（スポーツ庁）

● 第１回 （令和６年８月２３日）
● 第２回 （令和６年１２月１０日）⇒中間骨子とりまとめ
○ 第３回 （令和７年春ごろ）⇒最終とりまとめ

１ 地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議

● 第１回 （令和６年９月３日）
● 第２回 （令和６年９月２６日）
● 第３回 （令和６年１０月２４日）⇒中間とりまとめ骨子案が出される。
○ 第４回 （令和6年度中）

３ （分科会）地域文化芸術活動ワーキンググループ（文化庁）

国 【運動部活動】スポーツ庁、【文化部活動】文化庁
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１ 部活動地域移行に係る国、県及び近隣自治体の動向について

・改革の理念として、「子供たちが継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会
の確保」が主目的と明記。

・「生徒のための改革」とうたった、「改革の理念」をはじめ、「地方公共団体に伝えるべ
きこと」「地域クラブ活動の在り方」「学習指導要領による取扱い」などの７項目で構成。

・ 「地域移行」の名称は、「ただ地域に移すだけというイメージで誤解を招きやすい」ため、

「地域移行」から「地域展開」への名称の変更を提案。

・地域移行の具体的手法を考えるにあたり、「教員の負担軽減が図られること」につい
ても考慮。

・令和５年度から令和７年度までを部活動の「改革推進期間」としているが、令和８年度
からの６年間を「改革実行期間」と位置づけ、平日の活動についても地域への移行
、連携を推進。

・学習指導要領での部活動規定について、「教育的意義を有する活動」であり「地域クラブ
と学校との連携が重要」とした上で、来春予定の最終とりまとめまでに議論を深める。

⇒「学校教育の一環」ではなく「社会教育であることを明確にすべき」との意見
があった。

国：中間とりまとめ骨子案の概要（詳細は資料２参照）
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１ 部活動地域移行に係る国、県及び近隣自治体の動向について

愛知県 【運動部活動】保健体育課、【文化部活動】あいちの学び推進課

１ 愛知県部活動の地域移行・地域連携協議会
●令和６年５月９日（木）

●令和６年１０月７日（月） ⇒ 部活動の地域移行・地域連携マッピング（資料３）

○令和７年１月３０日（木）

２ 運動部活動地域移行推進事業意見交換会（オンライン）（保健体育課）
●令和６年８月２１日（水）

○令和６年１２月２５日（水）

３ 文化部活動地域移行推進（実証）事業意見交換会（オンライン）
（あいちの学び推進課）
●令和6年９月２０日（金）

4



実績 予定

R5 R6 R7 R8

瀬戸市 ・関係者による検討

・部活動指導員の一部導入

・アンケート実施（児童生
徒）

・活動時間の市内統一

・検討委員会の設置
・検討中

尾張旭市
・検討委員会の設置

・部活動指導員の導入

・今後の方針・方向性を検
討

・体制・制度を検討 ・検討中

長久手市
・検討委員会の設置(R4)

・アンケート実施（児童生
徒・保護者・教職員）

・生徒・保護者説明会実施

・民間事業者による休日地
域クラブの実施（業務委
託）（R6.9～）

・休日の地域移行の課題を
検証

・平日部活動の地域移行に
関する検討

豊明市

・検討委員会の設置

・アンケート実施（生徒・
教職員）

・モデル事業の実施

・運営団体の募集

・モデル事業の拡大（課題
の整理・改善）

・大会出場に向けて調整

・運営団体の募集

・モデル事業の拡大（課題
の整理・改善）

・大会出場に向けて調整

・休日の地域移行開始

・大会出場に向けて調整

東郷町

・関係者による検討

・アンケート実施（生徒・
保護者）

・検討委員会の設置 ・体制・制度を検討
・民間事業者による休日地
域クラブの実施（業務委
託）（R8.9～）

近隣自治体（※中学校部活動の検討状況）

１ 部活動地域移行に係る国、県及び近隣自治体の動向について
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２ 令和6年度に実施している取組の進捗状況について

（１）部活動の地域移行に係る市内スポーツ団体の活動の周知について

【日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会令和5年度中間報告】

児童の体験活動機会の確保のため、市内のスポーツ文化芸術団体等の活動を積極的に周
知するとともに、放課後子ども教室等の放課後活動の充実に向けた準備を進める。

⇒日進市スポーツ協会及び日進市文化協会を通じて加盟団体へ協力を依頼

４団体の活動について、市ホームページでの周知を開始した。

6



２ 令和6年度に実施している取組の進捗状況について

（２）小学校放課後活動実証事業

対象校 北小学校

対象児童 北小学校の１年生から６年生の児童

期間
９月から１１月までの月曜日、木曜日
（全２１回）

種目
eスポーツ、ダンス体験、プログラミング、サッカー、バドミントン、日
本の遊び体験、バレーボール、図画工作

参加費 100円～300円（種目に応じて）

種目 eスポーツ ダンス体験
プログラ
ミング

サッカー
バドミン
トン

日本の遊
び体験

バレー
ボール

図画工作

回数 4 3 4 2 2 2 2 2

延べ
参加者 72 56 78 25 42 27 39 33

平均
参加者数 18 18.6 19.5 12.5 21 13.5 19.5 16.5

（令和６年１２月１５日時点）
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２ 令和6年度に実施している取組の進捗状況について

小学校小学校放課後活動実証事業の考察

【成果】

・多くの児童が参加した。子どもを預けたいという保護者のニーズが高かったと考えられる。

・これまでの部活動には無い、新しい体験活動を小学校で行うことができた。

・指導者は、主に本市に縁のある方に依頼することができた。

【課題】
・指導者が２人では目が行き届かない場合があった。
⇒現在の放課後子ども教室の規模のままで学びのプログラムを実施することは難しい。

・忘れ物があった際など、教職員へ協力をお願いすることがあった。
⇒教職員への負担なく完結させるには、事業者や保護者にも学校教育活動とは異なる旨を
理解してもらう必要がある。

・下校時に実証事業参加者へ呼びかけ、集まってもらう必要があった。
また、申し込みをしていないが参加者として集まっていることもあった。

・保護者のお迎えを必須としていたが、迎えに来ない場合があった。
また、お迎えの車が多く、放課後子ども教室の駐車場が満車になることがあった。

・体育館はセキュリティが分かれているが、特別教室は校舎と一体となっている。
様々なプログラムに柔軟に対応するためには、特別教室（及び入り口からの移動経路）の

セキュリティを切り分ける必要がある。
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２ 令和6年度に実施している取組の進捗状況について

（３）中学校地域クラブ活動実証事業

対象校 日進東中学校

対象生徒 日進東中学校の１年生及び２年生の生徒

期間
９月から１２月までの土曜日、日曜日、月曜日（祝日）
（全36回（中止11回、振替5回））

種目
eスポーツ、茶華道、プログラミング、サッカー、バドミントン、卓球、
吹奏楽

参加費 100円～300円（種目に応じて）

種目 eスポーツ 茶華道
プログラ
ミング

サッカー
バドミン
トン

卓球 吹奏楽

回数 6 3 3 9 1 8 6

延べ
参加者 21 3 6 53 2 109 69

平均
参加者数 3.5 1 2 5.9 2 13.6 11.5

中止回数 － 4 5 － 1 1 －

補完 補完 補完（令和６年１２月２３日時点）
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２ 令和6年度に実施している取組の進捗状況について

中学校地域クラブ活動実証事業の考察

【成果】

・部活動を補完する活動として、専門的な技術・知識を持った指導者による指導を受ける

ことができた。

・これまでの部活動には無い、新しい体験活動を中学校で行うことができた。

・指導者は、主に本市に縁のある方に依頼することができた。

【課題】
・土曜日、日曜日に実施したためか、参加者が少なかった。

・セキュリティの解除等で、教職員へ協力をお願いすることがあった。
⇒教職員にも、事業者が利用していることを周知・理解してもらう必要がある。

・実証事業で利用する予定の体育館等が部活動で利用されていることがあった。
⇒中学校との事前協議（セキュリティの解除方法、事業実施中の看板設置等）、及び
情報共有の徹底が必要。

・体育館と武道場はセキュリティが分かれているが、特別教室は校舎と一体となっている。
様々なプログラムに柔軟に対応するためには、特別教室（及び入り口からの移動経路）
のセキュリティを切り分ける必要がある。

・無断キャンセルの対応について、指導者への謝礼を考えると、受益者負担は１回ずつで
はなく、月払いのほうが良い。
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

（１）中学校部活動の登録者数 ※令和６年５月現在（３年生含む）

中学校 人数 割合

運動部

登録者数
1,761 61.6％

文化部

登録者数
621 21.7％

部活動

未登録者数
478 16.7％

合計数 2,860 100％

● 中学校の部活動は、運動部に約６２％、文化部に約２２％の生徒が所属

● 年度当初は、全体の８０％以上の生徒が部活動に登録

運動部

61.6%

文化部

21.7%

不参加

16.7%
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

（２）中学生向け部活動に関するアンケート調査の概要

１ 回答期間 令和６年１１月２９日（金）から１２月１３日（金）まで

２ 対 象 日進市内の中学校の生徒（１～２年生）及びその保護者（生徒１人につき
１アンケート）

３ 回 答 率

生徒数（※） 回答数 回答率

１年生 １，０３４人 ４４８件 ４３．３％

２年生 ９０４人 ３６２件 ４０．０％

不明 － １件 －

合計 １，９３８人 ８１１件 ４１．８％

※生徒数は令和６年１２月１日現在の数字
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

Q：お子様は休日の部活動に参加していますか。

2年生になる
と、参加率が減
少しています。
部活動の種目

としては、運動
部が多くの割合
を占めています。

Q：参加している部を選んでください。

参加している

82.1%

参加していない

17.9%

参加している

74.9%

参加していない

25.1%

1年生 2年生

１３
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

Q：お子様は休日に部活動以外の習い事をしていますか。

44.4％の生徒が休日に部活動以外の習い事をしてい
ます。
習い事の種目は、多岐に渡っており、学習系では学
習塾が一番多く、その他はそろばん、プログラミン
グなどが挙げられています。
スポーツ系はサッカーや野球、バスケットボール、
ダンス、水泳など多くの種目が挙げられています。
文化芸術系では、ピアノが多く、その他は合唱や書
道、日本舞踊なども挙げられています。

Q：教職員の業務負担軽減が求められていますが、休日の部活動の回数を現在のおよそ
月４回から回数を減らすとしたら、どう思いますか。

している

44.4%

していない

55.6%

13.9%

26.8%

20.5%

17.4%

21.5%
とても良い

良い

あまり良くない

良くない

わからない

「とても良い」「良い」を合わせた
４０．７％が回数を減らすことに賛成
と回答をしています。
「あまり良くない」「良くない」を合
わせた３７．９％の人は、回数を減ら
したくないと回答しています。
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

Q：休日の部活動を地域移行していく取組についてどう思いますか。

「とても良い」「良い」を合わせると
約４４．１％が部活動の地域移行に賛
成と回答しています。
「あまり良くない」「良くない」を合
わせた２２．８％の人は、地域への移
行を良くないと回答しています。

Q：地域クラブに参加する場合は、参加費（受益者負担）が発生します。１回あたりの
費用負担はいくらぐらいが適当だと考えますか。

参加費（受益者負担）については、
３００円または５００円と回答した人
が合わせて８３．７％と、大半を占め
ています。

13.9%

30.2%

13.9%8.9%

33.0%

とても良い

良い

あまり良くない

良くない

わからない

44.1%

39.6%

10.4%

5.9%

300円

500円

1,000円

1,000円以上でも良い
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

Q：教職員の業務負担軽減が求められていますが、教職員が指導する部活動に代わる地
域クラブの指導者を募集した場合、指導に協力することは可能ですか。

「積極的に協力したい」「協力でき
る」「条件により協力できる」割合は
１２．５％を占めます。
地域の指導者が潜在的に一定数いるこ
とが分かります。

0.9% 2.6%

9.0%

68.4%

19.1%

積極的に協力したい

協力できる

条件により協力できる

協力は難しい

わからない

「協力できる」と回答いただいた人には指導できる種目を任意で確認しています。回答の
あった種目は次のとおりです。

【学習系】パソコン、タブレット
【スポーツ系】野球、サッカー、ソフトテニス、バスケットボール、ソフトボール、バト
ミントン、バレーボール、剣道、陸上、水泳、水球、アーティスティックスイミング、高
飛び込み
【文化芸術系】歌、吹奏楽、美術、手芸
【その他】雑用等のサポート業務、送迎
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

Q：現在、子どもたちの部活動を補完する活動（※部活外の複数人による自主練習
(いわゆる「外部練」)）を有志で継続して実施されていますか。

回答のあった種目は次のとおりです。

【スポーツ系】ソフトテニス、バスケットボール、バレーボール、剣道、水泳、体幹ト
レーニング
【文化芸術系】吹奏楽、美術

している

19.1%

していない

80.9%

部活動を補完する活動を実施している、
と回答いただいた人に種目を任意で確
認したところ、７割がスポーツ系、
３割が文化芸術系の活動との回答でし
た。
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３ 中学生向け部活動に関するアンケートについて

■ 休日の活動について
・多くの生徒（７８．９％）が休日に部活動に参加している。「休日の部活動」と「部活動以外の習
い事」についてクロス集計すると、休日部活動に参加している生徒で部活動以外の習い事に参加して
いる率は３９．５％、休日部活動に参加していない生徒で部活動以外の習い事に参加している率は
６２．６％となっており、休日に部活動をしていない生徒も、部活動以外でなんらかの活動を行って
いる割合が高い。

■ 休日の部活動のあり方について
・休日の部活動の回数減少については、４０.７％が「良い」と回答する一方、ほぼ同割合の３７．9
％が「良くない」と回答している。地域移行に関しては、３７．９％が「良い」と回答し、２２．8
％が「良くない」と回答している。「部活動」か「地域クラブ」かの違いよりも「活動回数の維持」
が重要だと考えられる。

■ 費用負担について
・種目によって必要経費が異なるため、種目ごとに金額設定する必要があるが、高額な実費負担が必
要となる種目・指導は求められていない。

■ 保護者による指導について
・１２．５％の保護者から、時間帯や報酬等の条件によっては、子どもの指導に協力をしても良いと
の回答があった。今後、４中学校で様々な種目を実施するためには、地域の団体だけでなく、個人へ
も協力をお願いし、指導者の発掘・育成を図る必要がある。

■ 部活動を補完する既存活動（外部練）について
・既に部活動を補完する活動（外部練）が一定数実施されている。現在実施中の活動を整理し、状況
把握や体制整備を行うことで、地域移行を担う団体となる可能性がある。
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・教職員の業務は非常に多く
なっており、国の中間とりまと
めからも教職員の負担軽減を進
めることは不可欠な状況となっ
ている。

・部活動の顧問として土、日に
出勤している回数を減らすこと
は、教職員の負担軽減に繋がる。

・教職員の中には、積極的に部
活動の指導をしたい方もみえる。

・月45時間以上月80時間まで、
教職員の「兼職兼業」を認めて
いる自治体もあるが、教職員の
負担軽減とは相反する考え方で
ある。

・中学校での実証事業では、「部活
動を補完する活動」の参加者が多
かった。

・アンケートでは「部活動で無くて
も活動回数は維持したい」という傾
向がみられた。

・休日部活動の回数を縮減するので
あれば、「部活動を補完する活動」

が実施できるよう検討を進める。

教職員の負担軽減 教職員の兼職兼業 部活動を補完する地域移行

休日部活動の上限を月４回程度

から月２回へ縮減することが望

ましい。

部活動地域移行に係る教職員の

「兼職兼業」は当面対象外とし、

部活動を存続する。

事業の持続可能性を高めるため、

財政的な負担が少なく、地域の

リソースを活かす形で「部活動

を補完する活動」の体制を検討

する。

・「部活動を補完する活動」の体制の検討や生徒・保護者への周知を十分に行うため、休日部活動を
月２回に縮減する時期は「令和８年9月から」又は「令和９年4月から」とする。その後、「部活動
を補完する活動」の体制整備が整った種目から徐々に部活動回数を縮減し、最終的に休日部活動は
無くしていく方針としたい。

・部活動は存続することとし、大会等への出場は顧問の引率で行う。部活動の廃止時期については、
全国の部活動地域移行の進捗状況を踏まえて、改めて検討したい。

休日部活動の縮減時期の事務局案

４ 中学校部活動の今後の方針（案）について
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５ 中学校部活動の今後の方針（案）について

検
討
委
員
会
・
教
育
委
員
会

学
校

❚ 第３回検討委員会（２月）
□小学校部活動廃止時期決定

❚ 各小学校
□部活動説明会
廃止方針周知

R5 R6 R7

❚ 第1回検討委員会（7月）
□部活動地域移行概要
□実証事業説明

❚ 第2回検討委員会（12月）
□実証事業の報告
□方針検討

❚ 第3回検討委員会
（2月頃）

□提言案完成
❚ 教育委員会（３月）
□中間報告承認

❚ 事務局
□ 部活動廃止
方針通知・周知

❚ 校長会
□部活動廃止
方針報告

❚ 各小学校
□部活動廃止
周知開始

❚ 放課後実証事業
(９月～11月）
□市内小学校
❚ 地域クラブ活動
実証事業(９月～1２月）
□市内中学校

❚ 市内小学校
□放課後実証事業
（9月～11月）
❚ 市内中学校
□地域クラブ活動
実証事業(９月～12月）

❚ 各小学校
□令和７年度部活動
方針周知

❚ 教育委員会
（３月）
□提言書承認

❚ 小学校
□部活動移行期間

❚ 全小学校
□部活動廃止

❚ 市内団体
の活動紹介

（11月）

❚ 事務局（年度内）
提言書に基づき
計画策定・実施

（年度内）

❚ 球技大会（10月）
コンサート（11月）

❚参加者（生徒・児童）保
護者アンケート(11月～
12月)

❚中学生の保護者
アンケート
(11月～12月)
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